はおと こっこつ 

蜂の 翅音も 忘れた ように、 たった 一匹 兀々 と、 物思い 

に 沈んで いるば かりであった。 

何 週間 か は 経過した。 

その 間に 蜘蛛の 囊の 中で は、 無数の 卵に 眠って いた、 

新ら しい 生命が 眼 を 覚ました。 それ を 誰より 先に 気づ 

いたの は、 あの 白い 広間の まん 中に、 食 さえ 断って 横 

わって いる、 今 は 老い 果てた 母 蜘蛛であった。 蜘蛛 は 

糸の 敷物の 下に、 いつの 間に か蠢き 出した、 新ら しい 

生命 を 感ずる と、 おもむろに 弱った 脚 を 運んで、 母と 

，^くろ 力 

子と を 隔てて いる 囊の 天井 を嚙み 切った。 無数の 

仔 蜘蛛 は 続々 と、 そこから 広間へ 溢れて 来た。 と 云う 



(大正 九 年 四月) 
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